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１． 当四半期決算に関する定性的情報 
(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、政府、日銀の大胆な金融・財政政策を背景

とした株価回復や円安が進行し、大企業を中心とした業績の改善や雇用・所得環境の改善もみら

れ、緩やかな回復基調で推移しました。一方、急激な円安に伴う輸入価格の上昇と、消費税増税

に伴う駆け込み需要の反動による需要減が長期化し、個人消費の回復には時間を要することから、

景気への影響が懸念されます。海外の状況につきましては、米国では、株価が史上最高値を更新

するなど、経済は緩やかな回復基調は続いておりますが、欧州では財政問題や景気低迷の長期化

が懸念されています。一方、中国をはじめとする新興国では、経済発展が期待されるものの、輸

出の伸び悩みや不動産をはじめとする各種投資が減速し、資金流出懸念などから足元の成長率に

陰りが見られ、さらには原油価格の下落や中東情勢の悪化もあり、景気の先行に不透明感が残っ

ております。 

当情報通信業界におきましては、技術革新が目覚ましく、サービスの多様化、高度化も進み、

経済成長の牽引力として期待されています。従来の主力であった音声通信から、データ、映像へ

という通信の主軸の転換などが見られ、ＩＣＴを利用したビックデータの市場拡大が進み、通信

基盤としてのＩoＴ（Ｍ２Ｍ等）の普及が加速しています。また、料金制度でも定額制の拡大が進

み、高いレイヤでのサービス競争に主軸が移りつつあり、コンテンツ流通、ネット通販、電子決

済、Ｏ２Ｏ（Online to Offline）など異業種とのコラボレーションにより、新たなサービス分野

が展開されております。今年からＮＴＴ光回線のサービス卸事業も開始される予定であり、光回

線の普及と利活用が促進されるものと期待されています。 

このような状況下で、当社グループは「事業規模の拡大」と「経営体質の強化」に取り組んで

まいりました。 

「事業規模の拡大」につきましては、平成26年度に会社創立７０周年を迎え、更なる成長発展

を目指すことを目的として商号を「株式会社ナカヨ」に変更し、通信機器関連以外にも事業領域

を拡大するため、システムインテグレーション・環境関連機器製品・医療機器・ＥＭＳ事業の拡

大等、新規事業に積極的に取り組んでおります。主力製品であるＩＰテレフォニーシステム「Ｎ

ＹＣ－ｉＦシリーズ」の機能強化として、ビジネスの効率を大きく向上させるユニファイド・コ

ミュニケーション機能、ＢＣＰ対策に有効な安否確認機能を新たに搭載し、さらに、ナンバーデ

ィスプレイ機能、ＩＰ網を利用した拠点間通信、ホテル機能、高齢者住宅／介護施設向け機能な

どの充実を図りました。今後も「ＮＹＣ－ｉＦシリーズ」の充実により、お客様の業務を支援し

てまいります。 

「経営体質の強化」につきましては、継続的な原価低減と間接コストの削減を進めるとともに、

生産能力の強化のため、製造革新活動を開始しております。今後の取り組みとしては、既存の製

品群を始めとした新商品開拓とともにサービス事業の展開など新規事業の開拓を進め、製造革新

活動を始めとしたトータルコストダウンを図り、経営活動を推し進めてまいります。 

当第３四半期連結累計期間の業績については、工場のリソースを活かしたＥＭＳ事業の受注は

増加したものの、高付加価値製品のビジネスソリューション分野の受注が予定通りに伸びなかっ

たこと等、収益構造の悪化もあり、売上高13,076百万円（前年同期比2.1％増）、営業利益145百

万円（前年同期比67.2％減）、経常利益209百万円（前年同期比59.1％減）、四半期純利益155百

万円（前年同期比51.4％減）となりました。 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

 ①資産、負債及び純資産の状況 

（資 産） 

総資産は前連結会計年度末に比べ701百万円減少し、21,581百万円となりました。 

流動資産は前連結会計年度末に比べ1,560百万円減少し、12,932百万円となりました。これは主

に、原材料及び貯蔵品の増加362百万円、仕掛品の増加259百万円があったものの、現金及び預金

の減少1,527百万円、受取手形及び売掛金の減少889百万円があったこと等によるものであります。 

固定資産は前連結会計年度末に比べ858百万円増加し、8,649百万円となりました。これは主に、

有形固定資産の増加248百万円、投資有価証券の増加247百万円、退職給付に係る資産の増加247百

万円があったこと等によるものであります。 

 

（負 債） 

負債は前連結会計年度末に比べ922百万円減少し、5,458百万円となりました。 

流動負債は前連結会計年度末に比べ992百万円減少し、4,386百万円となりました。これは主に、

設備関係支払手形の減少465百万円、未払法人税等の減少220百万円、賞与引当金の減少213百万円、

支払手形及び買掛金の減少150百万円があったこと等によるものであります。 

固定負債は前連結会計年度末に比べ70百万円増加し、1,071百万円となりました。これは主に、

リース債務の減少32百万円があったものの、繰延税金負債の増加93百万円があったこと等による

ものであります。 

 

（純資産） 

純資産は前連結会計年度末に比べ220百万円増加し、16,123百万円となりました。これは主に、

利益剰余金の減少40百万円があったものの、その他有価証券評価差額金の増加235百万円があった

こと等によるものであります。 

 

 
(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成 27 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 26 年 10 月 27 日に公表いたしました

「業績予想の修正に関するお知らせ」から変更ありません。 
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２． サマリー情報（注記事項）に関する事項 
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 
(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 
(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 
（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下「退職給付

会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

25 号 平成 24 年５月 17 日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35 項

本文及び退職給付適用指針第 67 項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適

用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定

額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率の基礎となる債券の期間について

従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込

期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱いに従

って、当第３四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更

に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の投資その他の資産の「その他」に含まれる退職

給付に係る資産が 106 百万円増加し、利益剰余金が 68 百万円増加しております。また、当第３四

半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であ

ります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,427 2,900

受取手形及び売掛金 6,268 5,378

有価証券 1,420 1,420

商品及び製品 661 805

仕掛品 439 699

原材料及び貯蔵品 801 1,164

その他 483 570

貸倒引当金 △10 △7

流動資産合計 14,492 12,932

固定資産

有形固定資産 3,357 3,605

無形固定資産 1,157 1,304

投資その他の資産

投資有価証券 2,185 2,433

その他 1,110 1,326

貸倒引当金 △20 △20

投資その他の資産合計 3,276 3,739

固定資産合計 7,790 8,649

資産合計 22,283 21,581

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,316 3,165

短期借入金 40 20

未払法人税等 227 6

製品保証引当金 149 156

賞与引当金 300 86

その他 1,346 952

流動負債合計 5,379 4,386

固定負債

退職給付に係る負債 17 13

その他 983 1,058

固定負債合計 1,000 1,071

負債合計 6,380 5,458
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,909 4,909

資本剰余金 4,514 4,514

利益剰余金 6,464 6,424

自己株式 △412 △412

株主資本合計 15,475 15,434

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 588 823

退職給付に係る調整累計額 △184 △157

その他の包括利益累計額合計 403 666

少数株主持分 22 22

純資産合計 15,902 16,123

負債純資産合計 22,283 21,581
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

売上高 12,806 13,076

売上原価 10,114 10,758

売上総利益 2,691 2,317

販売費及び一般管理費 2,249 2,172

営業利益 442 145

営業外収益

受取利息 3 6

受取配当金 37 43

その他 47 28

営業外収益合計 88 79

営業外費用

支払利息 1 1

支払手数料 2 2

為替差損 8 9

固定資産廃棄損 4 0

その他 0 0

営業外費用合計 17 14

経常利益 512 209

特別利益

投資有価証券売却益 70 -

特別利益合計 70 -

特別損失

事務所移転費用 43 4

その他 2 -

特別損失合計 45 4

税金等調整前四半期純利益 537 205

法人税、住民税及び事業税 84 45

法人税等調整額 132 2

法人税等合計 216 48

少数株主損益調整前四半期純利益 320 157

少数株主利益 1 2

四半期純利益 319 155
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 320 157

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 75 235

退職給付に係る調整額 - 26

その他の包括利益合計 75 261

四半期包括利益 395 419

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 394 417

少数株主に係る四半期包括利益 1 1
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(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

    該当事項はありません。 
 

(セグメント情報)  
当社グループは通信機器事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

   

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 
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